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カーボン繊維やアラミド繊維は温度を上げると縮む,い まカーボン繊維およびエポキシ樹

脂をαf=-0.7ネ 10~6/℃,αm=50*10~6/℃ ,ャング率をEf=230GPa,Em=3.5GPaと する。

(1)図のような一方向材のVlを60%と したとき,複 合材料 とに/ての熱膨張係数αcを求めよ。

← 繊維方向

温度をΔT L昇 させた ときの繊維の伸びは δf=α F Δ Tl , 同様に母材は δm tt αm ΔTl

いま複合材料の断面積を Sと
ヤ
す
~る

と,繊維の断面積はVfSである。tンたがつて繊維をδc一δfだ

け伸ばすのに必要な力は

昨職S甲
同様 に母材 をδm一 δcだけ縮 めるのに必要な力は

略1=Em(1~Vf)S中

両者が等 しくな らなけれ ばな らないので上式を等置 しδcを求 めると

δ [EfVfα
ftt Em(1~VF)α m]Δ Tl

)C=   EfVf tt Em(1~Vf)

よって複合材料全体 と しての熱膨張係数αcは

αC=〒百〒
=墜

→鮮準キ是ギ法:共名詩
避

題意の数値例では

230*0.6*(-0.7)+3.5*0.4*50
*10-6/qcα c i=

230*0.6-卜3.5キ0.4

=-0.19*10~6/qc

( 2 ) V fを変えていってαcを 0に で きるか。 できるとすれ ばその時の峰はい くらか。

αc= 0と す るには上式の分子 を 0に すればよいので

[EfVfαftt Em(1~Vf)α m]=0

路 = 鮎
判 =   = 皓 2

以上


